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北茨城市地域福祉活動計画
－概　要　版－

市民・行政・団体等が力をあわせて
みんなの幸せを実現しよう！

「
結
」
を

　
　憶
え
て
い
ま
す
か…

。

　か
つ
て
の
日
本
に
は
「
結
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
結
」
と
は
、
主
に
小
さ
な
集
落
や
自
治
単

位
に
お
け
る
共
同
作
業
の
制
度
の
こ
と
で
、

一
人
で
お
こ
な
う
に
は
多
く
の
費
用
や
労
力

が
必
要
な
作
業
を
、
住
民
総
出
で
助
け
あ
い

協
力
し
あ
う
と
い
う
相
互
扶
助
の
精
神
で
成
り

立
っ
て
い
ま
し
た
。

　北
茨
城
市
が
生
ま
れ
た
頃
、
市
民
の
心
に
は

「
結
」
の
精
神
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
人
ひ
と
り
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ

て
ゆ
く
な
か
で
、
徐
々
に
薄
れ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　他
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
「
他
人
事

(

ひ
と
ご
と)

」
で
は
な
く
自
分
の
こ
と
と
し
て

と
ら
え
、
支
え
あ
う
こ
と
は
い
つ
の
時
代
で

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　昔
の
「
結
」
を
取
り
戻
す
こ
と
は
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
い
ま
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

「
新
た
な
結
」
を
わ
た
し
た
ち
の
ち
か
ら
で

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

ゆ
い

あなたの理想的な「地域との関わり」とは

～市民アンケートより抜粋～

　市民アンケートの結果から、市民の多くが「お互いに協力できるような関わ
り」を理想的な地域と考えています。

●子育てについて話しあえる場所が欲しいなあ
●買い物、通院等の交通手段が少なくて不便だなあ
●高齢者が、立ち寄れる場所があったらいいなあ
●近所のふれあいが少なくなったなあ
●わかりやすい相談窓口があるといいなあ
●世代間交流の場がもっとあるといいなあ
●地域福祉活動の輪が市内全体にひろがればいいなあ

～住民懇談会の意見より抜粋～

●お互いに協力できる
　関わり（152人）
●あいさつ程度はでき
　る関わり（40人）
●特に関わりあいたく
　ない（5人）

●お互いに協力できる
　ような関わり（31人）
●あいさつ程度はでき
　る関わり（18人）
●特に関わりたいと思
　わない（2人）
●その他（1人）

●お互いに協力できる
　ような関わり（388人）
●あいさつ程度はでき
　る関わり（76人）
●特に関わりたいと思
　わない（5人）
●その他（4人）

　「北茨城市地域福祉活動計画」の策定にあたり、
ふくし「やさしさ・ふれあい・ささえあい等」を
テーマに作品を募集しました。その応募作品の内、
絵画の部において最優秀賞に輝いた、中郷中学校
の川合南菜子さんの作品です。
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誰もが安心して暮らせるわたしたちのまち北茨城
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基
本
理
念

福祉って、な〜に？

　みなさんは、「福祉」という言葉からどんなことをイメージ
しますか。
　「行政が障がい注１のある方や高齢者などに対して行うサー
ビス」という内容のことを連想するのではないでしょうか。
　実は、「福祉」の「福」も「祉」も、「幸せ」という意味の
言葉です。
　福祉って「みんなの幸せ」の実現のことなのです。

どんな計画？

　地域福祉活動計画とは、地域福祉のために活動する力を一つ
にまとめて、誰もが安心して暮らしていく市民のための計画で
あり、市民の参加がなければ成り立たないのです。
　計画づくりから活動の実行まで、市民の参加があって、はじ
めて目的を果たすことができます

計画の期間

平成23年度～平成26年度

行政（市役所）の計画との関わり

基本理念を支える4つの想い

　この活動の基本理念は「誰もが安心して暮らせるわたしたちのまち北茨城」で
す。
　この基本理念のなかには、四つの想いが込められています。

一つ目は、「できることからはじめましょう」という想いです。
二つ目は、「みんながつながりをもちましょう」という想いです。
三つ目は、「みんなで支えあいましょう」という想いです。
四つ目は、「みんなの力で住みよいまちをつくりましょう」という想いです。

　私たちは、日々の生活のなかで知らず知らずのうちに誰かと関わって、誰かに
支えられているはずです。そして自分も誰かの支えになっています。私たちは、
一人で生きているわけではないのです。家族がいて、友人がいて、地域があって、
はじめて幸せになれるのです。
　このような想いを市民一人ひとりがもち、お互いに支えあっていくことが「誰
もが安心して暮らせるわたしたちのまち北茨城」に繋がっていくのです。

つな

注1「障がい」の表記について
　　本計画では、障害の「害」という漢字のイメージが否定的であるため「障がい」という表記にしています。

基本目標１
みんなが主人公になれるまちづくり

～できることをやってみよう～

基本計画
感謝と思いやりの心を育てよう

①地域福祉に関心をもとう
②福祉の心を育もう（家庭・学校・地域）
③参加の輪をひろげよう
　（ボランティアへの参加）

基本目標３
みんなが安心して暮らせるまちづくり

～支えあおう～

基本計画
みんなで見守ろう

①地域に目を向けよう
②困ったら相談しよう（情報の共有）
③子どもが健やかに育つまちづくりをしよう
④高齢者が生きがいをもてるまちづくりをしよう
⑤障がい児・者が暮らしやすいまちづくりをしよう

基本目標２
みんなとともにいきるまちづくり

～つながろう～

基本計画
地域の人々とつながろう

①市民活動へ目を向けよう（環境づくり）
②地域福祉活動を活性化しよう（社協支部の強化）
③地域で交流をもとう
　（たまり場づくり・サロン活動）

基本目標４
みんなですすめるまちづくり

～みんなの力で～

基本計画
人にやさしいまちづくりをしよう

①人を育てよう（人材の育成）
②地域の支えあう力を高めよう
③行政や他分野と連携しよう
④みんなの計画をみんなで進めよう

地域福祉活動計画
地域住民の
主体的な活動

地域福祉計画（行政計画）
行政施策として
行うべきもの

地域住民と
行政の
相互協力

みんなの
幸せ

みんなの幸せの実現

福　　祉＝


